
社会福祉法人フジ福祉会 フジ保育園 重要事項説明書 

教育・保育の提供開始にあたり、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準（平成 26 年内閣府令第 39 号）第５条に基づいて、当施設が利用申込者に説明すべき重

要事項は次のとおりです。 

（１）運営主体（事業者の概要） 

事 業 者 の 名 称 社会福祉法人 フジ福祉会 

事業者の所在地 三重県四日市市東坂部町 150-4 

代 表 者 氏 名 理事⾧ 藤谷 竜大 

事業者の連絡先 059-331-4128 

 

（２）施設の概要 

種  別 幼保連携型認定こども園 

名  称 フジ保育園 

所 在 地 三重県四日市市東坂部町 150-4 

連 絡 先 （電話番号）059-331-4128 （FAX 番号）059-332-4012 

（ホームページ）https://www.fujifukushi.jp/ 

施設⾧氏名 藤谷 竜大 

開設年月日 平成１年４月 4 日 

 

（３）事業の目的、運営方針 

社会福祉法人フジ福祉会が設置する幼保連携型認定こども園フジ保育園（以下「本園」とい

う。）は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとしての満３歳以上の子どもに対す

る教育並びに保育を必要とする子どもに対する保育を一体的に行い、これらの子どもの健

やかな成⾧が図れるよう適切な環境を整えて、その心身の発達を助⾧するとともに、保護者

に対する子育ての支援を行うことを目的とする。 

 

（４）施設規模の概要 

敷  地 
敷地全体 1800.20 ㎡ 

園庭 829.39 ㎡ 

園  舎 
構造 鉄骨造 2 階建 

延べ 1190.75 ㎡ 



（５）利用定員 

 

利用定員 

年齢区分 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

クラス名 たんぽ

ぽ 

すみれ ちゅう

りっぷ 

こすもす ゆり ひまわ

り 

定員 
(内 1 号認定児) 

9 人 １6 人 18 人 
２2 人 
(3 人) 

２2 人 
(3 人) 

２2 人 
(3 人) 

※運営状況などにより定員設定よりも増員する年度もあります。 

 

（６）主な設備の概要 

設 備 部屋数 備    考 

乳児室・ほふく室 各１室 沐浴室、調乳室含む 

保育室 5 室  

多目的室 1 室 ランチルーム含む 

調理室 1 室  

事務室・医務室 １室  

送迎用駐車場 １箇所 20～25 台・路上駐車厳禁 

 

 

（７）職員体制（令和 6 年 12 月１日） 

 四日市市の定める基準を遵守し、教育・保育実施に必要な職員を配置しています。 
職 種 員 数 備    考 

園⾧ １人  

副園⾧ ―  

主幹保育教諭 2 人  

副主幹保育教諭 1 人  

保育教諭 20 人 パート職員含む（派遣職員は除く） 

事務員 1 人  

栄養士・調理師 4 人 外部委託業者：シダックスフードサービス 

 

 

 



各クラス職員配置内訳 

クラス名(年齢) 配置職員数 備   考 
たんぽぽ(0 歳) 3 名 ※非正規職員が業務の補助に加わり増員することがございます。 

すみれ(1 歳) 4 名 ※非正規職員が業務の補助に加わり増員することがございます。 

ちゅうりっぷ(2 歳) 3 名 ※非正規職員が業務の補助に加わり増員することがございます。 

こすもす(3 歳) 2 名 ※非正規職員が業務の補助に加わり増員することがございます。 

ゆり(4 歳) 2 名 ※非正規職員が業務の補助に加わり増員することがございます。 

ひまわり(5 歳) 2 名 ※非正規職員が業務の補助に加わり増員することがございます。 

※入所人数等により変動する場合がございます。 

（８）教育・保育提供日と教育・保育時間 

【１号認定子ども（教育標準時間認定）】 

提供する曜日 月曜日から金曜日まで 

１号認定保育時間 教育標準時間 午前９時００分～午後 3 時００分 

１号認定預かり保育 保育時間 午後 3 時００分～午後５時３０分 

新２号認定保育時間 教育標準時間 午前９時００分～午後３時００分 

新２号認定預かり保育 保育時間 
朝：午前７時００分～午前９時００分 

夕：午後３時００分～午後５時３０分 

休園日 

土曜日・日曜日・祝日・振替休日（休園日に登園した場合） 

年末・年始（１２月２９日～１月３日）2.3 号認定児も休園 

夏季（７月２１日～８月３１日）新２号認定児も含む 

冬季（１２月２6 日～１月７日）新２号認定児も含む 

春季（３月２6 日～４月 6 日）新２号認定児も含む 
※ 土曜日の利用につきましては、原則就労されている方(2・3 号認定児)のみとなります。 

※ ⾧期休暇中の一時預かりの利用時間は 1 号認定児は 9：00～15：00、新 2 号認定児の利用時間は 8：

00～17：00 のみとさせていただきます。 

※ 新 2 号認定の園児が⾧期休暇の一時預かりを利用した場合に限り 1 日の上限を 450 円とさせていただ

きます。 

※ 入園願書にご記載いただいた内容に齟齬があった場合や既往症等が発覚した場合、ご利用時間を教育

標準時間内でお願いする場合がございます。 

【２号・３号認定子ども（保育認定）】 

提供する曜日 月曜日から土曜日まで 

保育時間 
保育標準時間 午前 ７時００分～午後 ６時００分 

保育短時間 午前 ８時３０分～午後 ４時３０分 

延⾧保育 保育標準時間 午後 ６時００分～午後 ７時００分 



保育短時間 
午前 ７時００分～午前 ８時３０分 

午後 ４時３０分～午後 ７時００分 

主な休園日 日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）・年度末等 

※ 表中の号数は、子ども・子育て支援法第２０条に規定される支給認定区分を表していす。 

※ 延⾧保育・土曜保育の利用は、原則就労されている方のみご利用いただけます。 

 

（９）教育・保育方針 

フジ保育園の教育・保育方針は、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」を基にし、教
育・保育に携わるすべての職員は子どもの人権を尊重し、一人ひとりの健康と安全に十分配
慮しながら、養護と教育の一体的な展開を図り、教育・保育の内容の質を高め充実させる。 
また保護者からの意見・要望があれば真摯に傾聴し、教育・保育に関する共通理解が図れ

るよう努める 
◇乳幼児の教育及び保育を行い、子どもたちの人権、主体性を尊重し保護者や地域社会と

協力し家庭援助を行う。 
◇家庭的なあたたかい雰囲気の中で、つよい心とからだをつくるよう活気のある教育及び

保育を目指します。 

1．子どもの健康と安全を基本にして、保護者の協力の下に家庭養育の補充をおこなう。 

2．子どもが健康・安全・安心に生活ができる環境を用意し自己を充分に発揮しながら活動

できるようにする。 

3．豊かな人間性をもった子どもを育む。 

4．保育に関する要望・意見・相談に際してはわかりやすい用語で説明して、社会責任を果

たす。 

5．地域社会の一員であることを確認し福祉へ貢献する。 

◇子どもたちのキラキラを育む 

子ども一人ひとりを大切に丁寧な保育を心がけます。 

豊かな環境で安心感と信頼感をもってのびのびと活動できるよう子ども主体としての思い

や願いを受け止める。 

遊びは学び。共に遊び、共に育む。 

 

（１０）教育・保育目標 

・すこやかなからだの子 

歩く・走る・跳ぶ等全身を使う活動を充分楽しむ。 

健康に発育成⾧できるよう、規則正しい生活を送り、生活習慣を身につける。 

家庭的な雰囲気の中で情緒が安定し楽しく食事をする。 

・やさしい子 



積極的に友だちと遊ぶ中で、相手を思いやり自主・恊働と同特性の芽生えを培う。 

自然や社会の事象に触れる中で生命を大切にすることを知る。 

・かんがえる子 

生活の中で言葉に対して興味や関心を育み豊かな情操・思考力・表現力の基礎を培う。 

・どりょくする子 

基本的な生活習慣を繰り返す中から自立の芽生えを養う。 

身の回りの簡単なことができるようがんばる気持ちを育む。 

 

（１１）教育・保育に関する計画内容 

フジ保育園は育みたい。 

周り（保育者）が環境を用意して、育つタイミングはその子が決めることができる保育を

心がける。 

乳児期は一人ひとりの子どもの生活リズム、発達過程、保育時間に応じていつも同じ大人

（保育者）が育児（食事、排せつ、着替え、睡眠）を行う。 

生活の援助の中で特定の大人とのアタッチメントを築き上げることで情緒の安定へとつな

がり、自立と自律をしっかりとできるように支える。 

・発達に関する理解を深める 

成⾧と発達の違いを知る。発達を意識して一人ひとりにあった保育を心がける 

・遊びの中で育むということ 

乳幼児期の子どもは遊びのなかで自身を発達させたり周りの世界やその仕組を知ったりす

る。思わず○○したくなるものこそが遊びである。 

・環境を通して保育する 

環境を通して、環境の下で、環境を整える、環境を構成する。 

子どもたちは集団の中で育み合っていくことが大切です。いろんな年齢や経験をした人が

互いに補い、支え合いながら多様性を尊重できるように生活をすることが社会性であり、

子どもたちにとって最善の環境です。生活や遊びを通して大人からだけでなく、少し先の

ことを少し年上の子どもたちの助けを借りてできるようになったり、少し年下の子どもた

ちを導くことで少し年上の子どもたちの自信になり思いやりの心が育まれると思っていま

す。 

フジ保育園は道草を大いに楽しめる保育を日々大切にしていく。 

何かをできるようになるには必ず理由がある。 

できるようになったことを喜ぶよりもそこへたどり着くまでにした様々な経験を喜びまし

ょう。豊かな環境で様々な経験をすることが子どもたちの発達への働きかけとして最善。 

結果を重視した保育にはならないように意識して子ども理解を深め日々を大切に過ごす。 

・フジ保育園の思い 



保育者としての誇りをもってやさしく丁寧に一人ひとりを大切に日々を過ごします。なに

げない日常の会話や生活や遊びが子どもたちにとっては、かけがえのない経験です。向け

る笑顔や、かける言葉はひとつひとつ尊いものであってほしいです。 

「教えるではなく伝える」「やらせるではなく手渡す」を大切にこれからの保育を心がけ

ます。 

 

 

時間 ０～１歳（３号認定児） ２歳（３号認定児） 
７：００ 

 
 

８：００ 
 

９：００ 
 

１１：００ 
 

１１：３０ 
 
１４：３０ 

 
 

１５：３０ 
 

１８：００ 
１９：００ 

順次登園 合同保育 
検温・視診等 
 
クラス別保育(年齢に応じた玩具
で好きな遊びをして過ごします) 
授乳 おやつ 
(朝の会) 
離乳食 
 
午睡 
 
検温 
授乳 おやつ 
クラス別保育 
順次降園 
 
延⾧保育（有料） 
閉園 

順次登園 合同保育 
検温・視診等 
 
クラス別保育(年齢に応じた玩具
で好きな遊びをして過ごします) 
おやつ 
(朝の会) 
給食 
 
午睡 
 
おやつ 
クラス別保育 
 
順次降園 
 
延⾧保育（有料） 
閉園 

時間 3.4.5 歳（２号認定児） 3.4.5 歳（１号認定児） 
７：００ 

 
 

８：００ 
９：００ 
９：３０ 

 
 
１２：００ 
１３：００ 
 
１４：００ 
１４：３０ 
１５︰００ 
１５：３０ 
１８：００ 
１９：００ 

順次登園 合同保育 
年齢に応じた玩具で好きな遊び
をして過ごします。 
縦割り教育・保育 
持ち物の整理 
(朝のおあつまり) 
 
 
昼食 
3歳児 午睡 
4.5歳児保育・クラス活動 
 
（帰りのおあつまり） 
おやつ 
順次降園 
延⾧保育（有料） 
閉園 

 
 
 
 
順次登園 持ち物の整理 
縦割り教育・保育 
(朝のおあつまり) 
 
昼食 
3歳児 午睡 
4.5歳児保育・クラス活動 
 
（帰りのお集まり）順次降園 
預かり保育（有料） 
 
預かり保育終了(延⾧保育利用不
可)  
閉園 



（１２）日課（一日の流れ）土曜日、お盆期間等は合同保育 

※離乳食、食物アレルギー除去食の対応を行います。食物アレルギーに関しては、医師の診断書と別途書

類の記入が必要となります。 

※4.５歳児は午睡がありません。 

※時期、季節、天候等を考慮して、園外保育が可能な場合は近隣の公園等へ散歩に出かけます。 

※日課については、将来的に変更する場合がございます。 

 

（１３）年間行事予定 

月 行事内容 

４月  入園・始園式 

５月  家族の日参観、懇談会 

７月   おたのしみ保育（５歳児）、夏祭り 

９月 1 号認定児願書受付～、内科・歯科検診 

１０月 スポーツフェスティバル 

１１月 デイキャンプ（4．5 歳児） 

１２月 クリスマス会 

２月  節分、保育祭 

３月 お別れ会、卒園式、入園説明会 
※お子様の誕生日に保育参観を個別に行っています。 

※身体測定、避難訓練は毎月実施します。予定は変更する場合がありますのでご了承下さい。 

※社会情勢などにより実施しない行事や対象クラスに変更が生じます。 

 

（１４）その他の事業 

延⾧保育・障がい児保育・子育て支援 

 

（１５）利用料金等 

期日に利用料等を滞納され、かつ督促通知を行ってもなお、未納の利用者様につきまして
は、法令に基づき滞納金に対して年 14.6％（納期限の翌日から 1 月を経過する日までの期
間については、年 7.3％）の率にて延滞金を加算する場合があります。 
利用料の未払いまたは滞納がある場合には、園より文書等により督促を行います。 それ
でもなお、保育料の未払いまたは滞納が通算して３回（３か月分）以上生じた場合には、
園の運営に支障を来すおそれがあるため、 やむを得ず、協議のうえ、退園していただく
場合があります。  
また、保育料の未払いまたは滞納が通算して３回（３か月分）以上生じた場合や、延⾧保
育時間を超えて保育を利用する日が通算して３日以上となった場合には、 延⾧保育の利



用を停止することがあります。 なお、行政が定める認定保育時間を超えて保育を利用し
た場合の取扱いについては、 延⾧保育の利用可否にかかわらず、別に定める利用可能時
間および延⾧保育超過料等に関する項目の定めによるものとします。 
※延滞金の利率については、法令の変更に伴い、変動する可能性がございます。 
 
◇利用料（費用） 

（１）保育料利用者負担額 

＜保育料算定＞(行政より) 

・保育料の利用者負担額については、四日市市の定める算定方法に基づき決定されます。 

・口座引き落としの手続きについては、当園と利用者間で行います。 

＜保育料の徴収方法＞ 

・集金代行委託業者(以下、「チャイルドケアウェブ（株）」)より、毎月自動口座振替にて集

金いたします。自動口座振替の手数料は、園負担とします。 

・何らかの理由で自動引き落とし出来なかった場合、園に直接その月のうちに現金又は電子

決済（PayPay）にてお支払いください。 

・引き落し日の翌月 10 日を超えてお支払いされた場合、事務手数料 500 円(税込) が発生

いたします。 

・ただし、金融機関の休業日（土日祝日・ゴールデンウィーク等）により引き落とし結果の

確認が遅れた場合は、この限りではありません。 

・その他の諸費用等についても原則口座振替にてお支払いください。 

 

 

（２）諸費用と延⾧保育料 

 1 号認定（新２号認定含む） 2 号 3 号認定 

※ 

チャイルドケア

ウェブシステム

引落 

給食費 
月額 4,300 円（主食費含む） 月額 4,300 円（主食費含

む）（3 号認定児は保育料

に含まれています） 

活動費① 

（月徴収） 

保護者会費 300 円 

絵本代月 550 円程度（クラスにより少し変動はありま

す） 

※絵本代は毎月徴収ですが絵本が届くのは２ヶ月に 1

回 

活動費② 

（都度徴収） 

保険料年額、保育用品、制服代、園内外保育に係る使用

料等の実費、遠足代 

令和１年 10 月１日より幼児教育・保育の無償化に伴い、１号認定子ども、２号認定子ども及び非課税世帯

の３号認定子どもの利用者負担額は無償となります。また３歳から５歳までの食材料費につきましては、主

食費・副食費ともに上表の金額を実費徴収とします。 



〈徴収方法〉 

上記の諸費用は、原則毎月口座振替にて徴収させていただきます。 

※支払い手数料は、原則園負担とさせていただきます。 

何らかの理由で自動引落ができなかった場合、その月のうちに園に直接、現金又は電子決済（PayPay）に

てお支払いください。 

その他の諸費用等についても原則口座振替にてお支払いください。 

 

延⾧保育（預かり保育）料 

教育・保育必要量の設定区分 利用時間 日額料金 

１号認定児 

教育標準時間 9：00-15：00  

預かり保育 15：00-17：30 
１号認定児の預かり保育料 50 円/30 分 

※将来的に変動する可能性がございます 

新２号認定児 

教育標準時間 9：00‐15：00  

預かり保育 
7：00-9：00 

15：00-17：30 

新 2 号認定児の預かり保育料 50 円/30 分 

※将来的に変動する可能性がございます 

2・3 号認定児 保育短時間 8:30‐16:30  

 短時間延⾧ 7：00-8：30 

16：30-19：00 

1 日 500 円（三階層以下 1 日 250 円） 

2・3 号認定児 保育標準時間 7：00‐18:00  

 標準時間延⾧ 18：00-18：30 1 人 500 円（第 3 階層以下 1 人 300 円） 

18：30-19：00 1 人 700 円（第 3 階層以下 1 人 500 円） 

預かり保育 
・春夏冬休暇中の預かり保育料は保育料 50 円/30 分となります。新 2 号認定

児の⾧期休園日の利用料に限り 1 日の上限を 450 円とさせていただきます。 

・春夏冬休暇中は 1 号認定児の利用時間は 9：00～15：00 新 2 号認定児の利

用時間は８：00～17：00 のみとさせていただきます。 

 
※ ⾧期休園日の預かり保育は原則 9：00～15：00 とさせていただきます。（新 2 号認定児は８：00～

17：00） 

※ 1 号認定・新 2 号認定の園児は 17：30 以降の延⾧保育は利用できない。 

※ ２・３号認定児の延⾧保育に関しては 18：30 になれば自動的に延⾧料金が一人 700 円になり

ます。1 回の延⾧保育料で一人 700 円を超えることはありません。 

※ 保育標準時間の延⾧料金上限は１か月 1 人 7,000 円 保育短時間の延⾧料金上限は１か月 1 人 5,000

円 

※ １号認定児が⾧期休園期間に園を利用する場合は、教育標準時間の範囲内で預かり保育にて 50 円/30



分にて対応します。 

※ 新 2 号認定の園児が⾧期休暇の一時預かりを利用した場合に限り 1 日の上限を 450 円とさせていただ

きます。 

 

 
一時保育事業 

 
＊原則として、1 号認定児の早朝（7：00～9：00）の預かり保育は行っておりません。 
＊延⾧保育料は翌月に口座振替にて徴収します。この際、園出入り口に備えつけの 

タブレット PC(以下「登降園管理」と言う)にて時間管理を行います。 
＊金額設定については、消費税増税、物価の高騰等の社会事情により変動することがありま

す。 
＊他の保護者様の遅延防止のため、お子様のお迎え後はすみやかな降園・車の移動をお願いし

ます。 
＊操作方法・その他ご不明点等ございましたら事務所までご質問ください 
＊他の園児様の登園・降園時間の代理登録は絶対におやめください。 
＊当園では子どもたちの健康状態を考慮し⾧時間にわたる園の利用を推奨しておりません。所

定の園利用可能時間を超えた場合の保育は原則行っておりません。 
所定の時間外の保育が必要な場合は四日市市ファミリーサポートセンター等のサービスをご
検討ください。ご不明な場合は当園の職員へご相談ください。 

＊いかなる場合でも利用可能時間（19:00:00）を超えた場合は延⾧保育料とは別で延⾧保育超
過料として園児様お 1 人あたり 2,000 円を徴収いたします。また、15 分ごとに 2,000 円が加
算されていきます。 
土曜日は延⾧保育を実施していないため 18:00:00 を超えた場合は平日の 19:00:00 以降と同
様の取り扱いとします。 

＊延⾧保育超過料を支払えば利用可能時間（19:00:00）を超えて利用できるわけでございませ
んので必ず保育可能時間までにお迎えに来てください。 

＊延⾧保育の利用可能時間を超えて利用が続いた場合、利用の停止を検討いたします。 
＊一時保育利用の方はその日のうちに園に直接、現金又は電子決済（PayPay）にてお支払いくだ

さい。 
 
＜注意事項＞ 
１出入り口付近の混雑等により登降園管理上の登降園登録時間に遅れが生じても異議申し立て

できません。 
２園保有の駐車上の混雑等によりタッチ登降園上の登降園登録時間に遅れが生じても異議申し

立てできません。 
３登降園管理に登録された時間に基づいて延⾧保育（預かり保育）料が算出されます。 
４上記を踏まえ、登降園時は時間にゆとりを持った行動をお願いいたします。 
 
（１６）利用の終了に関する事項について 
 次に該当する場合は、教育・保育の提供を終了するものとします。 

ア 園児が小学校へ就学したとき。 
イ 園児の保護者が子ども・子育て支援法に基づく支給認定を受けられなくなったとき 
ウ 事業者が解散命令を受けたとき 
エ 当園が幼保連携型認定こども園の認可を取り消された場合又は特定教育・保育施の

確認を辞退したとき 
オ 保護者が保護者負担の利用料の支払いを３か月分以上遅延した場合で、支払を求め

る催告期間を経過しても支払いがなされず、当園が利用契約を解除したとき 
カ 保護者等が当園や当園の職員、他の保護者、園児、園近隣の住民の方々に対して、

一時保育（一般型一時

預かり保育） 

0・1 歳 3,200 円（1 日保育）2,200 円（半日保育） 

2 歳 3,000 円（1 日保育）2,100 円（半日保育） 

3 歳以上 2,000 円（1 日保育）1,400 円（半日保育） 

但し、要保護家庭については半額を園が負担する。 

 

 

都度 



重大な背信行為等（例：ＳＮＳ等で誹謗中傷、侮辱、名誉棄損などの著しい迷惑行
為）を行ったとき 

 
（１７）利用に当たっての留意事項 
 １．保育の利用時間、利用日等について 

お仕事が休日の場合（平日・土曜日を含む）、就労が早く終わった場合、現在就職
活動中、育休の場合等、お子様を家庭保育できる方は出来る限り早めのお迎えにご
協力ください。 
土曜保育の利用にあたっては、別紙の土曜保育登園申請書を記入の上、毎月 20 日
までにご提出ください。 
※保護者が病気の場合、病人等の看護に当たっている場合は除きます。この場合は
傷病や看護、介護にあたっていることが客観的に把握できる証明書等をご提出頂く
場合もあります。 

   ※緊急時の連絡のため、住所や就労先が変更になった場合は速やかにお知らせくだ
さい。 

 ２．保健、衛生管理について 
ア ご家庭と園との連携 

・登園時には必ず健康状態を確かめてください。普段と違い少しでも気になる様子
がある場合は必ず担任までお知らせください。 

・園からは、連絡ノートや口頭にてお子様の日々の健康状態についてお伝えしま
す。 
書面などについては必ず目を通すようにしてください。 

・伝染病等にかかった場合は速やかにかかりつけの病院を受診し医師の指示に従っ
てください。（※出席停止、集団生活の可否についての病気は「知っておきたい
感染症～園での病気の流行を防ぐために～」を確認してください）   

・予防接種や定期検診などを受けた場合には、必ず担任までお知らせください。 
また予防接種は接種後の経過観察が必要ですので、降園後またはお休みの日に受
けるようにしてください。 

・園にて健康かつ安全に過ごしていただくため、既往症等がある場合につきまして
は、入園前等のタイミングでご報告をお願いいたします。加えて既往症に関する
定期検診等受診後はすみやかにご報告をお願いいたします。 

   ・教育保育中に体調不良や怪我をした場合、感染症の疑いが生じた場合、子どもの
状態を踏まえて電話連絡をします。熱が 37.5℃に達した場合、また怪我の様子を
連絡させていただき、早急なお迎えをお願いすることがありますので、必ず電話
連絡がつくようにしていただくとともに、緊急時の対応をご家庭で検討してくだ
さい。 

    
  イ 保育中の事故について 

・園では事故のないように注意していますが、万一事故等が発生し、治療を要する
緊急の状況が発生した場合には、状況により救急車を呼ぶなどの対応をしつつ、
保護者の方へ連絡の上、園が選択する医療機関にて受診いたします。 

・保護者の方が希望する医療機関で受診する場合、通院へのご協力をお願いする場
合がございます。 

・診察や治療に必要な費用については、健康保険（及び子ども医療費助成制度）を
使用します。 

・園での怪我につきましては、園で対応させていただきます。この際にかかる医療
費については加入保険(独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済給付制度
等)より充当いたします。予めご了承ください。差分が生じた場合は清算後返金い
たします。 

・園児同士の行為を原因とする怪我の場合、園の方針として園での責任と捉え相手
を特定する情報の提供は致しかねますので、ご理解、ご了承のほどお願いしま
す。 

 
ウ 園での与薬について 



・くすりの与薬は医療行為のため、原則園では投薬を行うことはできません。 
医療機関へ受診された際には、園へ入園している旨を医師にお伝えいただき、保
護者が投薬できる時間帯を依頼してください。(例：①朝、夕方、就寝前②朝、晩
の２回等) 

・慢性疾患などにより日中の投薬が必要であり、やむを得ず園で与薬する場合は医
師が処方したくすりを１回分ずつ分けて名前を記入し、くすりの依頼書と医療機
関から出された薬剤情報提供書又はお薬手帳を提出してください。 

 
エ 感染症について 

   ・「知っておきたい感染症～園での病気の流行を防ぐために～」に記載されている
感染症にかかった場合、速やかに園にご連絡ください。 

   ・医師の治癒証明や確認が必要な感染症は、感染症とその出席停止期間（登園のめ
やす）に記載してあります。 

    
オ 園で実施する健康診断について 

   ・年に２回嘱託医による健康診断を実施いたします。毎年 9 月、3 月頃に行いま
す。 

 
  カ 使用済みのおむつの取り扱いについて 
   ・使用済みおむつを持ち帰ることによる保護者負担の軽減、および衛生面を考え 

て、園にて廃棄いたします。 
 ３．園児の登降園について 
  ・お子様の登園時刻や降園時刻の管理については、チャイルドケアウェブの登降園管

理に基づいて行います。 
・登園時のお子様が保育者に預ける前や、降園時のお子様が保育者から引き渡された

後については、園の敷地内であっても監督者は保護者（またはその送迎代理人）と
なります。玄関、階段、廊下、トイレなどで事故の危険性がありますので、お支度
の最中もお子様から目を離さないようにご注意下さい 

・必ず保護者が付き添ってください。保護者以外の方が送迎する場合は事前にお知ら
せください。また、遅刻、欠席の場合は９時 0０分までにご連絡ください。 

・在園するお子様の兄弟姉妹が登降園される場合も、兄弟姉妹の監督責任者は保護者
となります。安全確保のために、お子様から目を離さないようお願いします。 

・当園では、保護者との連絡ツールとして「チャアイルドケアウェブ」という連絡シ
ステムを導入しています。 
詳細につきましては※別紙をご確認のうえ登録等お願いします。 

 
4．災害関係について 

  ア 防災訓練 
   ・園では毎月 1 回以上、避難訓練を実施しています。火災や地震について、様々な

想定をした実践的な訓練の実施に努めています。 
   ・年 1 回、保護者の方との連絡体制や引渡方法などを確認するための訓練を実施す

る場合がございます。実施時は、積極的な参加をお願いします。 
   

イ 警報等が発表された場合の取り決め 
    四日市市発行の入園のしおりをご参照ください。 

 
ウ 緊急時の連絡手段 

    園では、緊急時に一斉連絡を行うことができる連絡システム（チャイルドケアウ
ェブ）によるメッセージ配信サービスを提供しています。ご登録をお願いしま
す。 

   
エ 避難場所 

    三重小学校を避難場所に避難します。ただし、災害の状況によってはより安全な
対応をすることがあります。 



   
オ 引渡し 

    災害時の引渡しについては、「チャイルドケアウェブ」より連絡を行い、お子様
の引渡しを行います。ただし、通信手段が遮断され連絡が取れない場合に関して
は、安全が確保された後、避難場所にて引渡しを行うものとします。 

   
カ 園の設備・備蓄について 

   ・飛散防止対応ガラス、飛散防止蛍光灯、防火設備などの設備を備えています。 
また新耐震基準を満たしております。 

   ・お子様が園での避難を継続する場合に備えて、以下の備蓄をしています。 
    保存食、飲料水、防災頭巾、非常用電源、非常用ラジオ、携帯トイレ、救急用品

等完備しております。 
 
 ６．送迎用駐車場の利用について 

園児の送迎につきましてお車をご利用の方は、フジ保育園専用駐車場を使用してく
ださい（近隣住民や通行人の迷惑となるため、路上駐車は堅くお断りします）。 
台数に限りがありますので駐車場で園児を遊ばせたり、立ち話等で⾧時間になられ
たりしないよう速やかにお願いいたします。また車上狙いの恐れも考えられますの
で、車の施錠、貴重品は必ず身につけてください。駐車場での事故・トラブルにつ
きまして当園は一切の責任を負いません。 

  
７．虐待防止のための措置 

  ・当園は、当園を利用する子どもの人権擁護・虐待の防止のために必要な体制を整備
し、職員による虐待等の行為の禁止の徹底など人権擁護や児童虐待防止に必要な措
置を講じます。 

  ・当園を利用する子どもが職員の虐待等により被害を受けることを防止するため以下
の対策を実施します。 
原則として、職員が密室に一人で園児に接する機会を設けないものとします。 
園内に防犯カメラを設置するものとします。なお、録画映像の管理は施設⾧のみに
制限するものとします。 
園児本人が、羞恥心の発達により、異性による着脱及び排泄の介助に抵抗感を持つ
場合、同性による介助を原則とします。 
・当園を利用する子どもが家族等の養育者の虐待等により被害を受けることを防止
するため以下の対策を実施します。 

 保育教諭は、養育者が養育について悩んだときに相談できるよう、積極的に養育者
とのコミュニケーションを取ります。 
保育教諭は、養育者の指示に従わせることを目的とした、園児に恐怖心や疎外感を
与えるような言動が見られた場合、養育者に対し適切な養育方法を伝えるなどの援
助をします。 
保育教諭は、園児と接する機会において、子どもの身体の状態、心や行動の状態、
不適切な養育状態、親や家族の状態についての観察を行うものとします。養育者に
よる園児への虐待を発見した場合、または、園児の様子、怪我や傷の様子で少しで
も虐待の疑いのあるものには、児童虐待の防止等に関する法律の定めに従い、四日
市市・児童相談所・警察等の適切な機関に通報します。 

   
 ８．その他 
   その他につきましては、別紙「入園のしおり」にて担任より説明します。 

 
（１８）緊急時等における対応方法 

特定教育・保育の提供中、利用子どもに体調の急変などがあった場合、すみやかに利用子
どもの保護者又は緊急連絡先、その他医療機関へ連絡を行う等の必要な措置を講じます。
状況によっては救急車の要請、医療機関への搬送を行います。また、不審者の侵入等に備
え、職員の役割分担を決め、適切かつ迅速に対応出来る体制を整えます。感染症対応マニ



ュアル、危機管理マニュアル、アレルギー管理体制マニュアル、食中毒予防マニュアル等
を整備し緊急時等においてはマニュアルを基本とし、行政機関と連携し対応いたします。 

 
 
【管轄する消防署】四日市市中消防署中央分署 
         〒512-0922 三重県四日市市曽井町 391 番地 2 
         TEL059-325-4717 

【管轄する警察署】四日市北警察署 
         〒510-0012 三重県四日市市大字羽津 4452 番地 
         TEL059-366-0110 
【嘱 託 医】 みたき健診クリニック 岩田 康 
          〒512-0911 三重県四日市市生桑町菰池 450-3 
         TEL059-330-7722 
【嘱託歯科医】  はしもと歯科 橋本武典 
         〒512-0904 三重県四日市市東坂部町 1577-1 
         TEL059-333-6733 
【嘱託薬剤師】  四日市薬剤師会 木村直登 
         〒510-0093 三重県四日市市本町 9-8 
         TEL059-354-8440 
 

（１９）賠償責任保険の加入状況 

以下の保険に加入しています。 

・独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済給付制度 

・有限会社ゼンポ全国私立保育園連盟保険制度 

東京海上日動火災保険㈱ ほいくのほけん 

 

（２０）防災・防犯対策 

避難及び消火を想定した訓練を月１回実施します。 

（火災・地震・津波「東南海地震」等を想定して実施）不審者対応訓練を年１回実施します。

年 1 回津波警報を想定して全園児の避難訓練を実施します。 

 

（２１）ご意見・ご相談・ご要望窓口 

・当園におけるご意見、ご相談、ご要望（以下「ご意見等」といいます）は以下の通り対

応 

いたします。 

ご意見・ご相談・ご
要望受付担当者 

主幹保育教諭 
副主幹保育教諭 



解決責任者  園⾧ 藤谷 竜大 

受付時間・連絡先 
 午前１０時００分～午後１5 時００分 

（土・日・祝・年末年始を除く） 
電話 059-331-4128 

・ご意見等を受付けた際には、適切に対応し、改善を図るように努め、以下の方法で対応

します。 

 

⑴ご意見等の受付 

 ご意見等は面接、電話、書面などにより受付担当者が随時受け付けます。第三者委員に

直接ご意見等を申し出ることもできます。 

⑵ご意見等の受付の報告・確認 

 受付担当者は、受け付けたご意見等を解決責任者と第三者委員に報告いたします 

（ただし、申出人が第三者委員への報告を拒否した場合を除く）。第三者委員は内容を確

認し、申出人に対し報告を受けた旨を通知します。 

⑶ご意見等についての解決のための話し合い 

 解決責任者は、申出人と誠意をもって話し合い解決に努めます。その際、申出人は、 

第三者委員の助言や立会いを求めることができます。 

なお、第三者委員の立会いによる話し合いは、以下の通り行います。 

ア 第三者委員によるご意見等の確認 

イ 第三者委員による解決案の調整、助言 

ウ 話の結果や改善事項等の確認 

⑷解決に至らない場合または匿名での相談 

  解決に至らない場合または匿名での相談は以下において受け付けています。 

  ・四日市市こども未来部 保育幼稚園課 （059-354-8172） 

  ・三重県社会福祉協議会「福祉サービス運営適正化委員会」（059-227-5145） 

 

（２２）個人情報の取り扱い（情報の管理を含む） 

 １ 当園での対応 

特定教育・保育の提供に当たって、職員及び職員であった者が知り得た個人情報や秘

密は、法令による場合を除くほか、保護者の同意を得ずに第三者に提供することはあり

ません。 

２ 小学校ほか関係機関への個人情報の提供について 

  お子様の卒園や転園に際し、就学先や転園先での生活に役立つよう、登園での生活の

様子や発達の段階、家庭環境、保育教諭の視点などを文書または口頭で就学先や転園先



へお伝えすることがあります。特に就学に際しては、幼保連携型認定こども園教育・保

育要領において「小学校教育との円滑な接続」が定められていますので、家庭の意向に

寄らず個人情報を提供することをご了承ください。 

・事務所は、個人情報などに関わる書類の作成や保管をしているので、原則立入禁止です。 

・各保育室内のパソコンや机の引き出し、他人の連絡帳には触れないようにしてくださ

い。 

・園が販売した写真やそのデータ、行事などの際に撮影した写真や動画について、お子様

以外の他の者が判別できるようなものを、SNS 等で公開することは厳禁とします。 

・子どもたちは保護者同士の会話をよく聞いておりますので、他人への不満等の不適切な

会話を子どもに聞かせないようにしてください。 

 

（２３）カスタマーハラスメントへの対応に関する方針 

職員と保護者の皆様との信頼関係・協力関係を構築するために、下記を策定いたしま

す。 

⑴ 当法人が考えるカスタマーハラスメントとは（下記は一例。類似する事象も同様とみ

なします。） 

・身体的な攻撃 

    職員に向かって物を投げたり、突き飛ばしたりする 

・精神的な攻撃 

    人格を否定するような言動、侮辱的な言動 

    ⾧時間にわたり必要以上に何度も同じ内容で激しく叱責する 

    他者の面前で大きな声で威圧的な叱責を繰り返す 

    事実ではない事柄や、事実かどうか不明な内容を口コミやＳＮＳなどで拡散する 

・過大な要求 

   法人が提供できない教育・保育の提供を強いる 

・個の侵害 

   職員のプライベート情報（住所、学歴、家族構成など）を聞き出そうとする 

⑵ カスタマーハラスメント発生時の当法人の対応 

発生した事象がハラスメントにあたるかどうかを判断するための窓口を設置します。

適正かつ迅速に対応をするため、外部機関（当法人顧問弁護士、警察等）と連携し、

協力を仰ぎながら、毅然とした態度で対応します。当法人として充分な教育・保育の

提供が困難な場合は、退園をお願いする場合があります。 

 

（２４）その他 



本重要事項説明書に記載する内容は、関係法令等に基づき作成しております。 

 

附則 

 本重要事項説明書は、令和 8 年 3 月 1 日より適用する。 


